
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月 1回発行　令和 5年 8月10日発行）

　篠津中央と新篠津の両土地改良区は、６月３日、川南揚水機場（当別町蕨岱）横に造成した田んぼで、３年振りの「篠津地域農業体
験学習（田植え体験）」を開催した。冷たい風が吹く中ではあったが、親子ら約200名が参加し、子供達からは「ヌルヌルして滑る」、「真っ
直ぐ植えれた」などの歓声が上がっていた。秋には稲刈り体験も開催する。　 （協力：篠津中央土地改良区＝６月３日）

「おいしいお米になってね！」
泥んこになりながら一生懸命に田植え体験

C O N T E N T S
●農業農村整備事業等の着実な推進等に必要な
　予算の安定確保等を要請    ❷
農水省、国交省、道選出国会議員等に

●「農業農村整備の集い」    ❹
－令和６年度農業農村整備予算の確保へ－
農林水産副大臣はじめ国会議員が臨席、
全国から約1,200名の土地改良関係者が総意結集　

●農業農村整備事業の推進等を求める
　提案要請事項等を審議    ❻
本会の女性理事の登用について協議
本会理事会　

●農業農村整備事業の推進等に向けた
　提案要請事項等を審議    ❼
農業農村整備推進委員会　

●持続可能な水田農業の検討に向けた支援を提案    ❽
北海道水田活用の直接支払交付金の見直しに係る関係機関連絡会議

●総務金融委員会    ❽
●複式簿記会計に関する更なる知識の習得を
　会計研修を開催    ❽
●本部・支部の連携・協力など確認    10
　第１回支部事務局長会議
●第１回職員部会委員会    10
●「ほっかいどう水土里ネット女性の会」全体会議及び研修会    10
●農地海岸事業の計画的な推進に向け連携    11
　北海道海岸農地保全対策事業促進協会総会
●道農政部、（総合）振興局産業振興部幹部職員一覧    12
●【PR】令和５年度農業土木技術者育成講座・基礎力養成
　Web講座を開講します    14
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本
会
は
６
月
２
日
と
、
６
月
15
日
に
代
表

者
が
上
京
し
、
令
和
６
年
度
国
費
予
算
概
算

要
求
に
向
け
て
、
農
水
省
、
国
交
省
、
道
選

出
国
会
議
員
等
に
対
し
て
、
農
業
農
村
整
備

事
業
等
の
着
実
な
推
進
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に

よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
地
域
へ
の
万
全

な
対
策
な
ど
を
要
請
し
た
。

農
業
農
村
整
備
事
業
等
の
着
実
な
推
進
等
に

 

必
要
な
予
算
の
安
定
確
保
等
を
要
請

令
和
６
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け

農
水
省
、国
交
省
、道
選
出
国
会
議
員
等
に

　
６
月
２
日
の
要
請
で
は
、菊
地
博
会
長
、德

永
哲
雄
副
会
長
（
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
委
員
長
・
弟
子
屈
町
長
）
を
は
じ
め
農
業

農
村
整
備
推
進
委
員
会
副
委
員
長
ら
が
参
加
。

　

農
水
省
へ
の
要
請
で
は
、
農
村
振
興
局
の

青
山
豊
久
局
長
、
青
山
健
治
整
備
部
長
へ
要

請
。要
請
に
対
し
、青
山
局
長
は「
農
業
農
村

整
備
事
業
の
重
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
、
予
算
確
保
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
く
」、青
山
部
長
は
「
現
場
の
成
果

を
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
予
算
総
額
を

確
保
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と
述
べ
た
。

　

国
交
省
北
海
道
局
へ
の
要
請
で
は
、
柿
崎

恒
美
大
臣
官
房
審
議
官
、
田
村
公
一
大
臣
官

房
審
議
官
ら
と
面
談
し
、
必
要
な
予
算
総
額

の
確
保
等
を
求
め
た
。

　

ま
た
、道
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
、

伊
東
良
孝
衆
議
院
議
員
は
、「
各
地
域
、
整

備
し
た
場
所
は
大
雨
や
台
風
で
も
復
旧
が
早

く
強
い
農
業
が
で
き
て
い
る
一
方
で
、
整
備

し
て
い
な
い
場
所
は
復
旧
に
時
間
が
か
か
り

土
地
改
良
事
業
の
重
要
性
が
よ
く
分
か
る
」、

各
議
員
か
ら
は
「
電
気
代
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
」、「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
の
検
討
過
程

に
お
い
て
も
、
基
盤
整
備
は
と
て
も
重
要
な

項
目
に
位
置
付
い
て
い
る
。
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
の
回
答
を
得
た
。

　

６
月
15
日
、
午
前
８
時
か
ら
自
民
党
本
部

で
、
菊
地
会
長
を
は
じ
め
本
会
役
員
、
町
村

長
、
土
地
改
良
区
理
事
長
な
ど
１
０
５
名
が

参
加
し
、
自
民
党
道
選
出
国
会
議
員
に
対
す

る
要
請
会
を
開
催
。

　

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
農
業
農
村
整
備
事

業
等
の
推
進
に
対
す
る
支
援
に
お
礼
を
述
べ

た
後
、「
事
業
を
実
施
し
た
地
域
で
は
、
生

産
性
の
大
幅
な
向
上
や
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
を
は
じ
め
、
高
品
質
・
高
収
益
な
作
物
の

生
産
拡
大
な
ど
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
と
併
せ
て
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
自
動
操
舵
の
導
入
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
が
加
速
的
に
普
及
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

に
向
け
て
、
事
業
の
着
実
な
推
進
に
必
要
な

予
算
総
額
の
確
保
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
伊
東
良
孝
自
民
党
道
連
会

長
は
挨
拶
の
中
で
、「
国
会
も
大
詰
め
を
迎

え
緊
迫
し
た
状
況
で
あ
る
が
、
皆
様
の
要
請

を
踏
ま
え
、
責
任
を
持
っ
て
北
海
道
農
業
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
え
た
。

　

德
永
副
会
長
は
要
請
書
に
基
づ
き
、
農
業

農
村
整
備
事
業
等
の
着
実
な
推
進
と
し
て
①

国
内
農
業
の
生
産
力
の
更
な
る
強
化
等
を
踏

ま
え
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
を

含
む
５
項
目
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に
よ

り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
地
域
へ
の
万
全
な

対
策
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。
次
い
で
、

藤
田
二
専
務
は
参
考
資
料
を
用
い
て
、
水
田

地
帯
、畑
地
帯
、酪
農
地
帯
、農
村
地
域
の
防

災
・
減
災
や
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
に
お
け

る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題
、
事
業
の
効

果
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
参
加

者
を
代
表
し
４
支
部
長
か
ら
農
業
農
村
整
備

事
業
の
実
施
に
よ
る
効
果
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
榎
本
好
男
上
川
支
部
長
は
「
大
区

画
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
を
積
極
的
に
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
作
業
機
械
稼
働
時
間
を

75
％
削
減
で
き
た
」、
河
村
康
英
渡
島
支
部

長
は
「
近
年
、
特
に
湿
害
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
基
盤
整
備
前
後
の
ほ
場
の
様
子
を
比

べ
る
と
そ
の
差
か
ら
基
盤
整
備
の
効
果
が
分

か
る
」、浜
田
正
利
十
勝
支
部
長
は
、「
排
水
不

良
や
石
礫
な
ど
で
作
業
効
率
が
悪
く
、
加
え

て
湿
害
に
よ
り
収
量
や
品
質
に
問
題
が
あ
っ

た
が
、
基
盤
整
備
で
行
っ
た
排
水
対
策
や
石

礫
除
去
等
に
よ
り
課
題
が
解
決
さ
れ
た
」、硲

一
寿
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長
は「
大
雨
が
降
っ

た
場
合
、
排
水
を
整
備
し
て
い
る
か
ど
う
か

で
被
害
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
。
災
害
が
増

え
て
い
る
中
、
土
地
改
良
事
業
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」な
ど
、基
盤
整

備
の
効
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
事
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　

要
請
に
対
し
、
各
議
員
か
ら
は
「
国
土
強

靱
化
、
防
災
減
災
に
向
け
て
、
農
業
農
村
整

備
を
着
実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
予
算

総
額
の
確
保
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」、「
様
々
な
基
盤
整
備
事
業
が
皆
様
の
農

業
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
基

盤
整
備
事
業
の
予
算
確
保
と
き
め
細
や
か
な

地
域
展
開
が
必
要
」、「
基
本
法
の
見
直
し
の

中
で
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
も
議
論
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
基
盤
整
備
の
推
進
を
盛
り
込
む
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
、
基
盤
整
備
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
得
た
。

６月15日に開催した要請会で、自民党道選出国会議員へ
要請する菊地会長

自
民
党
道
選
出
国
会
議
員
へ
の

 
要
請
会
を
開
催
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　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気象や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地改良の
積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の安定供給や国
土の保全などに重要な役割を担ってきました。

　しかしながら、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料情勢の変化
や気象変動などに伴い、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しており、食料安全保障の強化が喫緊
の課題となっています。

　このような中、国は現在、食料安全保障の強化をはじめとした今日的な課題に対応するため、農政の根幹である
食料・農業・農村基本法の見直しに向けた検討を進めておりますが、我が国の食と農業を取り巻く厳しい状況を踏
まえ、新たな基本法が、食に対する国民の不安を解消するとともに、農業者が意欲と希望を持って営農に取り組め
るものとなることが期待されます。

　大規模で専業的な農業が展開されている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢
献していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡
大、農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎となる農地の大区画化や排水改良、農業水利施設の整
備・保全などを進める農業農村整備事業の着実な推進が不可欠であります。

　つきましては、令和６年度予算編成に当たり、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進するために必要
な当初予算をはじめとした予算総額の安定確保等を要請します。

記

Ⅰ　農業農村整備事業等の着実な推進　
　１．国内農業の生産力の更なる強化等を踏まえた食料・農業・農村政策の確立　
　　 　食料・農業・農村基本法の見直しに当たっては、農地の大区画化などの生産基盤の整備による国内農業の生
産力・競争力の更なる強化や、農業・農村の防災・減災対策の着実な推進などの観点を踏まえて、必要な規定
を盛り込むとともに、関連する制度や事業・支援の一層の充実を図ること

　２．食料安全保障の強化や国土強靭化に寄与する農業農村整備関係予算の確保　
　　 　食料安全保障の強化や農村地域の強靭化に向けて、農地、農業水利施設、農道などの生産基盤の整備・保全
や、豪雨による洪水・湛水被害防止対策を進めるためには、農業農村整備事業を計画的かつ着実に推進するこ
とが重要であり、当初予算をはじめとした必要な予算総額と新規採択枠を確保すること

　３．水田の畑地化促進に必要な支援　
　　 　水田の畑地化促進に当たっては、土地改良事業の推進や土地改良区運営など、地域農業にとって大きな影響
が懸念されることから、引き続き、現場の実情を踏まえて必要な措置を講じること

　４．土地改良区の運営基盤の強化に対する支援　
　　 　土地改良区の運営基盤の強化に資する支援を継続するとともに、燃料価格や電気料金が高騰する状況下にお
いても安定的な用水供給等が可能となるよう対策を推進すること

　５．多面的機能支払及び中山間地域等直接支払の円滑な推進　
　　 　農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維持できるよう、
多面的機能支払及び中山間地域等直接支払に必要な予算を確保するとともに、地方負担に対して十分な財政措
置を講じること

Ⅱ　TPP協定等により大きく影響を受ける地域への万全な対策　
　 　TPP11（CPTPP）や日EU・EPA、日米貿易協定などの国際化が進展する中、本道農業・農村が持続的に発展
するよう、引き続き、「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づき、万全な対策を講じること

　　　　　令和５年６月
北海道土地改良事業団体連合会　　
会長理事　菊　地　　　博　　　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書
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あ
り
、
農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
防
災
・

減
災
の
た
め
の
整
備
や
保
全
管
理
に
関
す
る

施
策
な
ど
が
重
要
と
な
る
。
今
後
と
も
必
要

な
予
算
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
進
藤
金
日
子
参

議
院
議
員
は
、
祝
辞

の
中
で
「
食
料
安
全

保
障
の
強
化
、
国
土
強
靭
化
の
２
つ
の
国
家

的
な
課
題
を
支
え
て
い
る
の
は
土
地
改
良
で

あ
り
、闘
う
土
地
改
良
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

一
致
団
結
し
て
皆
で
結
集
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
極
め
て
重
要
。
予
算
確
保
に
向
け
て
宮

崎
雅
夫
先
生
と
連
携
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま

い
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
宮
崎
雅
夫
参
議

院
議
員
は
、
情
勢
報

告
の
中
で
「
農
業
農

村
、
土
地
改
良
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
次
の
世

代
が
担
う
未
来
の
農
業
農
村
の
た
め
に
、
闘

う
土
地
改
良
を
旗
印
に
前
を
向
い
て
や
っ
て

い
こ
う
」
と
力
強
く
呼
び
掛
け
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
市
早
苗
経
済
安
全
保
障
担

当
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日

Ｅ
Ｕ
・
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
等
対
策
本
部
の
森
山
裕

本
部
長
、
総
合
農
林
政
策
調
査
会
の
塩
谷
立

特
任
顧
問
、
農
林
部
会
の
武
部
新
部
会
長
が

　

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
会

長
・
二
階
俊
博
）
は
６
月
15
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
砂
防
会
館
別
館
で
「
農
業
農
村
整

備
の
集
い
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産
省
か
ら

勝
俣
孝
明
副
大
臣
、
角
田
秀
穂
大
臣
政
務
官

を
は
じ
め
、
青
山
豊
久
農
村
振
興
局
長
、
安

部
伸
治
同
局
次
長
、
青
山
健
治
同
局
整
備
部

長
ら
幹
部
が
出
席
。
ま
た
、
１
６
８
名
の
衆

参
国
会
議
員
の
臨
席
を
得
て
、
全
国
か
ら
約

１
２
０
０
名
、
う
ち
北
海
道
か
ら
１
１
１
名

の
土
地
改
良
関
係
者
が
参
集
。
土
地
改
良
事

業
の
計
画
的
な
推
進
の
た
め
に
必
要
な
予
算

の
安
定
的
確
保
や
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
に
関
連
す
る
制
度
や
事
業
・
支

援
の
一
層
の
充
実
な
ど
、
10
項
目
か
ら
な
る

要
請
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
総
意
を
結

集
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
全

国
水
土
里
ネ
ッ
ト
の

二
階
俊
博
会
長
は
、

国
会
議
員
等
の
臨
席

に
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
土
地
改
良
の
予
算

は
、
大
幅
削
減
前
を
超
え
る
６
０
０
０
億
円

以
上
を
確
保
し
て
い
る
。
土
地
改
良
に
携
わ

る
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
熱
意
あ
る
活
動
の
賜

物
で
あ
り
、
土
地
改
良
の
代
表
で
あ
る
進
藤

金
日
子
さ
ん
と
宮
崎
雅
夫
さ
ん
が
全
国
を
回

り
、
皆
様
の
声
を
国
会
に
届
け
て
い
る
か
ら

で
あ
る
」
と
述
べ
、「
こ
の
２
人
を
組
織
と
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
」
と
呼
び
か
け
た
。　

臨
席
し
た
勝
俣
副

大
臣
は
、
祝
辞
の
中

で
、「
生
産
者
の
減

少
・
高
齢
化
、
気
候

変
動
な
ど
の
情
勢
の

変
化
に
も
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
検
証
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

農業農村整備予算の獲得に向けて、総力を結集した
農業農村整備の集い

ガンバロウ三唱を唱和する本会関係者

挨
拶
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
食
料

安
全
保
障
等
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
来
年
度
、
全
国
土
地
改
良
大
会

を
開
催
す
る
水
土
里
ネ
ッ
ト
千
葉
の
杉
野
宏

副
会
長
常
務
理
事
が
、
土
地
改
良
事
業
の
計

画
的
な
推
進
の
た
め
に
必
要
な
予
算
の
安
定

的
な
確
保
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
案
文
を

朗
読
し
、
こ
れ
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

臨
席
し
た
国
会
議
員
の
紹
介
の
後
、
事
例

発
表
で
は
、
那
須
野
ヶ
原
土
地
改
良
区
連
合

の
星
野
恵
美
子
専
務
理
事
が
男
女
共
同
参
画

に
係
る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
発
表
。

　

最
後
に
、
今
年
度
10
月
に
全
国
土
地
改
良

大
会
を
開
催
す
る
水
土
里
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
女

性
の
会
会
長
の
竹
内
成
子
理
事
の
音
頭
で
、

〝
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
〞を
声
高
ら
か
に
唱
和
。

予
算
確
保
へ
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

　

集
い
で
採
択
し
た
要
請
書
は
次
の
通
り
。

令
和
６
年
度
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
へ

農
林
水
産
副
大
臣
は
じ
め
国
会
議
員
が
臨
席

全
国
か
ら
約
１
２
０
０
名
の
土
地
改
良
関
係
者
が
総
意
結
集

『
農
業
農
村
整
備
の
集
い
』
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　現在、国際社会は、地球規模の異常気象、新型コロナウイルス、ロシアのウクライナ侵略、世界的な物価高騰など、歴史を画
するような様々な問題に直面している。
　また、我が国の農業・農村も、人口減少の波が都市に先行して強く押し寄せ、農業従事者の高齢化や減少により、農地や農業
用水の管理や営農の継続が困難になるなど、様々な問題に直面している。さらに、燃料価格の上昇に伴う電力料金の高騰は、用
排水機場等を管理する土地改良区にとって死活問題となっている。
　命を支える食料の確保は、国内外の情勢いかんにかかわらず後回しにできない国民ニーズであり、食料安全保障の確立の観点
から、我が国の食料生産を支える農業生産基盤を維持し、国民の不安を解消していかなければならない。
　そのためには、食料・農業・農村基本計画、土地改良長期計画及びみどりの食料システム戦略の実現に向け、農地の大区画化・
汎用化等の整備とその集積・集約化、スマート農業やGXの展開に向けた基盤整備、農業水利施設等の維持・更新を適時適切に行い、
農業を魅力ある産業として担い手に引き継いでいくことが極めて重要である。加えて、ため池を含む農業水利施設等の老朽化が進
行する中、令和４年７月及び８月の豪雨災害に代表されるように、豪雨や地震が頻発しており、国民の生命と財産を守るためにも、
洪水被害防止対策やため池の耐震化などの農村地域の防災・減災対策の推進を通じた国土の強靱化が極めて重要である。
　令和４年９月、政府は、農政の根幹である食料・農業・農村基本法について、世界的な食料情勢や、気候変動、海外の食市場
の拡大等の今日的な課題に対応していくため、制定後約20年を経て初めて、その見直しに取り組み、令和５年度中の改正案の国
会提出も視野に検討を進めている。
　土地改良に関係する制度については、平成29年、30年、令和４年に土地改良法が改正され、また、令和元年に「農業用ため池
の管理及び保全に関する法律」が、令和２年に「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法」がそれぞ
れ施行され、諸課題に対応するための措置の充実が図られてきたところであるが、基本法の検討に合わせて更に必要な見直しや
施策の拡充を行い、農業・農村の振興を図っていくことが極めて重要である。
　このような状況の中、水土里ネットには、食料の安定供給や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、先人達のたゆまぬ努
力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を健全な状態で次世代に継承していく責務がある。併せて、国民の
生命と財産を守るため、農村地域の防災・減災対策等の国土強靱化を継続的に推進していくことが求められている。このため、
水土里ネットが有する技術、経験など持てる能力を最大限に発揮すべく、引き続きその体制強化を図っていく必要がある。
　土地改良関係予算については、「闘う土地改良」の旗印の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、令和４年度第二次補正予算、
令和５年度当初予算を合わせて、全国の要望を満たす6,134億円を確保することができた。水土里ネットは、この予算を活用し、農
業・農村の発展に向け、国が示した農政の展開方向を踏まえ、男女共同参画を推進しつつ積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　全国の水土里ネットは、培ってきた経験と技術を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、一致団結して、次の事項の実現
を図ることを国に要請する。

記

　一　 土地改良事業の計画的な推進のため、必要な予算を安定的に確保すること。
　二　 食料・農業・農村基本法の見直しに当たっては、次の観点に留意して必要な規定を盛り込むとともに、関連する制度や事

業・支援の一層の充実を図ること。
　　　（一） 農業の競争力強化や、国産農産物の増産による輸入農産物からの置換え等を図っていくため、「農地の区画の拡大」

や排水改良による「水田の汎用化」が引き続き重要であること。
　　　（二） 農業用水を安定的に確保するため、「農業用用排水施設の機能の維持増進」が引き続き重要であり、さらに、頻発す

る突発事故等を踏まえ、「農業生産の基盤の整備」に加えて、農業生産の基盤の保全管理が重要となっていること。
　　　（三） 豪雨災害や大規模地震のリスクを踏まえ、農業・農村の防災・減災対策の強化が重要となっていること。
　　　（四） 中山間地域等直接支払のみならず、基本法制定後に法定化された多面的機能支払が、農地・農業用水の維持等を図

る上で重要な役割を果たしていること。
　　　（五） 農業の生産基盤の整備及び保全管理に関する技術の開発及び普及が重要であること。
　　　（六） 土地改良区は、食料生産に不可欠な農地・農業用水の整備及び維持管理という公共的役割を果たしており、食料安

全保障の強化に向けて、運営体制の強化を図る必要があること。
　三　 大規模災害からの復旧・復興や再度災害防止の取組を早急に進めること。また、災害対応のデジタル化など、事務手続の

効率化等に向けた取組を推進すること。
　四　 農業の競争力強化のため、農地の集積・集約化、米から高収益作物への転換、スマート農業の導入を促す農地整備を引き

続き推進すること。
　五　 農村地域の国土強靱化のため、老朽化した農業水利施設の更新・長寿命化や、豪雨・地震対策等を引き続き推進するとと

もに、燃料価格や電力料金が高騰する状況下においても安定的な用水供給等が可能となるよう対策を推進すること。
　六　 ICT、AI等の先進技術を活用して、土地改良施設の管理の省力化・高度化等を図る取組を推進すること。
　七　中小規模の土地改良区を対象とした合併など、土地改良区の運営基盤強化に対する支援を推進すること。
　八　 流域治水の取組推進に当たっては、関係する農業水利施設の管理者や田んぼダムに取り組む農業者に過度な負担や責任が

生じないよう配慮すること。
　九　 水田活用の直接支払交付金の見直しに伴う水田の畑地化を進めるに当たっては、現場の実情を踏まえ、引き続き必要な措

置を講ずること。
　十　上記事項の推進に当たり、水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう配慮すること。

　　令和５年６月15日
全国土地改良事業団体連合会、都道府県土地改良事業団体連合会

要　　請　　書



6

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る

 

提
案
要
請
事
項
等
を
審
議

 

本
会
の
女
性
理
事
の
登
用
に
つ
い
て
協
議

本
会
理
事
会

算
見
込
み
に
つ
い
て
報
告
。

　

協
議
事
項
で
は
、
本
会
の
女
性
理
事
の
登

用
に
つ
い
て
協
議
。
必
要
な
定
款
変
更
等
に

つ
い
て
審
議
し
、
農
林
水
産
省
へ
の
認
可
申

請
を
経
て
、
令
和
６
年
３
月
下
旬
開
催
予
定

の
通
常
総
会
で
女
性
理
事
を
選
任
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

本
会
は
６
月
１
日
に
令
和
５
年
度
第
２
回

理
事
会
、
８
月
２
日
に
第
３
回
理
事
会
を
本
会

会
議
室
で
開
き
、
令
和
６
年
度
国
費
予
算
概
算

要
求
に
向
け
た
提
案
要
請
事
項
、
農
業
農
村
整

備
推
進
委
員
会
委
員
の
承
認
等
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

〜
第
２
回
理
事
会
〜

　

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
は
、
令
和
６
年
度
国

費
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
動
き
に
つ
い

て
、「
全
土
連
の
要
請
行
動
な
ど
全
国
的
な
動

き
に
合
わ
せ
て
、
国
費
予
算
の
確
保
等
に
向

け
た
要
請
行
動
を
進
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
令
和
６
年
度
国
費
予
算

概
算
要
求
に
向
け
た
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
等
を
求
め
る
提
案
要
請
事
項
等
を
原
案

ど
お
り
承
認
し
た
ほ
か
、
国
が
令
和
２
年
７

月
に
閣
議
決
定
し
た「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

を
踏
ま
え
、
公
印
の
押
印
省
略
等
に
つ
い
て

処
務
規
程
を
改
正
し
た
。

　

ま
た
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
業
農
村
整

備
推
進
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
１
名

の
委
員
を
選
任
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
令
和
４
年
度
財
務
の
決

〜
第
３
回
理
事
会
〜

　

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
本
会
の
要
請
行
動

に
つ
い
て
、「
本
道
農
業
の
生
産
力
、
競
争
力

や
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、
地
域

が
必
要
と
す
る
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
の
支
援
・
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
４
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
と
５
年
度
補
正
予
算
、
役
員
の
補
欠
選

任
を
主
な
議
題
と
す
る
本
年
度
臨
時
総
会
に

附
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
審
議
。
総
会
招

集
を
８
月
25
日
と
し
、
４
年
度
事
業
と
そ
れ

に
基
づ
く
49
億
５
千
万
円
の
収
支
決
算
お
よ

び
、
４
年
度
決
算
の
確
定
に
伴
う
２
億
４
千

万
円
を
追
加
計
上
す
る
５
年
度
補
正
予
算
の

ほ
か
、
女
性
理
事
の
登
用
に
必
要
な
定
款
の

一
部
変
更
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
、

欠
員
が
生
じ
て
い
る
２
支
部
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
２
名
を
承
認
し
た
ほ
か
、
業
務
体
制

の
整
備
と
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
深
川
事

業
所
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
本
会
代
表
者
が
６
月
２

日
と
６
月
15
日
に
行
っ
た
国
費
予
算
中
央
要

請
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

任
命
さ
れ
た
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

６
月
１
日
付
け

▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
＝
伊
田
彰
（
訓
子
府
町

長
・
訓
子
府
土
地
改
良
区
理
事
長
）

８
月
２
日
付
け

▽
十
勝
支
部
＝
黒
川
豊
（
大
樹
町
長
）
▽
留

萌
支
部
＝
森
淳
（
羽
幌
町
長
）

          ６月１日に開いた第２回理事会

本
会
等
の
主
要
行
事
予
定

○
８
月
25
日（
金
）13
時
00
分
〜

　
　

令
和
５
年
度
臨
時
総
会

○
８
月
25
日（
金
）15
時
00
分
〜

　
　

土
地
改
良
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参

　
　

画
推
進
研
修
会

○
９
月
下
旬

　
　

第
１
回
土
地
改
良
区
委
員
会

○
10
月
５
日（
木
）

　

  

職
員
部
会
全
道
研
修
会

　
　
（
旭
川
市
）

○
10
月
11
日（
水
）

　

  

第
45
回
全
国
土
地
改
良
大
会

　
　
（
福
井
県
越
前
市
）

○
10
月
下
旬

　

・
第
３
回
監
事
会

　

・
臨
時
監
査（
支
部
現
地
監
査
）

○
11
月
７
日（
火
）（
予
定
）

　

・
農
業
農
村
整
備
の
集
い

※
時
間
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
正
式
文
書
は
追
って
送
付
し
ま
す
。
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                約110名が参加した農業農村整備推進委員会

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
に
向
け
た

 

提
案
要
請
事
項
等
を
審
議

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算

総
額
の
安
定
確
保
に
向
け
、
中
央

要
請
行
動
の
実
施
を
決
定

　

本
会
は
６
月
１
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
を
開
き
、
令

和
６
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け
て
、

国
内
農
業
の
生
産
力
の
更
な
る
強
化
等
を

踏
ま
え
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立

や
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、
国
土
強
靭
化
に

寄
与
す
る
農
業
農
村
整
備
関
係
予
算
の
確

保
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
る
地
域
へ
の
万
全
な
対
策
に
必
要
な
予

算
総
額
の
確
保
な
ど
６
項
目
の
要
請
事
項
を

決
め
た
。

　

委
員
会
に
は
、
各
支
部
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
、
本
会
会
長
が
任
命
し
た
委
員
67
名
の

ほ
か
、
来
賓
と
し
て
道
開
発
局
農
業
水
産
部

及
び
道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
幹
部
が
出
席
。

　

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
委

員
並
び
に
来
賓
の
出
席
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ

た
あ
と
、「
肥
料
や
飼
料
な
ど
の
資
材
や
燃
油
、

電
気
料
金
が
高
騰
す
る
な
ど
、
農
家
経
営
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
的
な
食
糧
情
勢
の
変
化
や
気
象
変
動
な

ど
に
伴
い
、
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
を

め
ぐ
る
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
国
は
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を

は
じ
め
と
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、食
料・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
の
検
討
を
進

め
て
い
る
が
、
農
業
者
に
と
っ
て
意
欲
と
希
望

を
持
っ
て
営
農
に
取
り
組
め
る
も
の
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
来
年
度

支
部
長
）、
硲
一
寿･

興
部
町
長
（
オ
ホ
ー
ツ
ク

支
部
長
）
の
４
名
を
選
任
し
た
。

　

議
事
で
は
、德
永
委
員
長
が
議
長
と
な
り
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
要

請
事
項
に
つ
い
て
審
議
。
藤
田
二
専
務
か
ら
要

請
項
目
と
し
て
、
農
業
農
村
整
備
事
業
等
の

着
実
な
推
進
に
向
け
て
①
国
内
農
業
の
生
産

力
の
更
な
る
強
化
等
を
踏
ま
え
た
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
の
確
立
、
②
食
料
安
全
保
障

の
強
化
や
国
土
強
靭
化
に
寄
与
す
る
農
業
農

村
整
備
関
係
予
算
の
確
保
、
③
水
田
の
畑
地

化
促
進
に
必
要
な
支
援
、
④
土
地
改
良
区
の

運
営
基
盤
の
強
化
に
対
す
る
支
援
、
⑤
多
面

的
機
能
支
払
及
び
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

の
円
滑
な
推
進
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に
よ

り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
地
域
へ
の
万
全
な

対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
万
全
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
６
項
目
か
ら
な

る
要
請
事
項
を
説
明
し
、
要
請
書
を
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算

総
額
の
安
定
確
保
に
向
け
、
農
業
農
村
整
備

推
進
委
員
会
代
表
者
に
よ
る
中
央
要
請
行
動

を
６
月
２
日
、
６
月
15
日
に
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

の
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け
て
、「
本
会
と

し
て
も
、
全
土
連
の
要
請
行
動
な
ど
全
国
的

な
動
き
に
合
わ
せ
て
、
道
選
出
国
会
議
員
を

は
じ
め
、
関
係
省
庁
に
対
し
、
要
請
行
動
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
道
開
発
局
農

業
水
産
部
の
細
井
俊
宏
部
長
は
、
予
算
に
つ
い

て
、「
北
海
道
の
農
業
農
村
整
備
事
業
全
体
の

今
年
度
予
算
は
、
４
年
度
の
補
正
と
５
年
度

の
当
初
を
合
わ
せ
て
８
０
６
億
円
が
措
置
さ
れ

て
お
り
、
本
道
に
お
け
る
農
業
の
競
争
力
強

化
と
国
土
強
靭
化
を
重
点
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
、「
来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
補

正
も
含
め
た
総
額
の
確
保
が
重
要
。
そ
の
た

め
に
は
地
域
の
方
々
が
事
業
の
有
効
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
」と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
髙
崎
悟

局
長
は
、「
５
年
度
の
農
業
農
村
整
備
関
係
の

国
費
予
算
に
つい
て
、厳
し
い
予
算
情
勢
の
中
、

北
海
道
へ
の
配
分
に
つ
い
て
も
前
年
度
並
み
を

確
保
で
き
る
見
込
み
。
皆
様
の
要
請
活
動
への

ご
尽
力
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
６
年
度
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

も
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
、
正
副
委
員
長

の
互
選
で
は
、
委
員
長
に
德
永
哲
雄
・
弟
子

屈
町
長
（
本
会
副
会
長
・
釧
路
支
部
長
）、

副
委
員
長
に
榎
本
好
男
・
て
し
お
が
わ
土
地

改
良
区
理
事
長
（
上
川
支
部
長
）、
河
村
康

英･

渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
（
渡
島

支
部
長
）、
浜
田
正
利
・
新
得
町
長
（
十
勝
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こ
と
。
地
域
計
画
の
作
成
な
ど
、
そ
う
い
っ

た
面
で
も
支
援
し
た
い
」、「
食
料
安
全
保
障

の
検
討
に
向
け
、
自
民
党
の
中
で
も
チ
ー
ム

を
作
っ
て
、
細
か
く
対
応
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
」
な
ど
の
回
答
を
得
た
。

　
（
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
等
に
関

す
る
提
案
書
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

道
内
の
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
で
構

成
す
る
「
北
海
道
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
係
る
関
係
機
関
連
絡
会

議
」
は
７
月
28
日
、
農
水
省
と
道
選
出
国
会

議
員
に
対
し
提
案
書
を
提
出
。
農
業
用
水
の

あ
り
方
な
ど
地
域
が
具
体
的
な
方
向
性
を
検

討
し
持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
将
来
像
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
産
地
づ
く
り
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
を
求
め
た
。

　

本
道
か
ら
は
、
道
農
政
部
の
水
戸
部
裕
部

長
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の
樽
井
功
会
長
を

は
じ
め
本
会
菊
地
博
会
長
、
藤
田
二
専
務
の

ほ
か
、
北
海
道
農
業
会
議
、
北
海
道
農
業
公

社
、
北
海
道
農
民
連
盟
、
北
海
道
町
村
会
の

代
表
者
ら
が
参
加
。「
需
要
に
応
じ
た
米
生
産

と
水
田
有
効
活
用
の
推
進
」、「
地
域
に
お
け

る
産
地
形
成
の
促
進
」、「
畑
作
物
な
ど
の
本

作
化
に
向
け
た
支
援
」の
３
項
目
を
提
案
し
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
平
形
雄
策
農
産
局
長
と

長
井
俊
彦
農
村
振
興
局
長
に
提
案
。
平
形
局

長
は
「
畑
地
化
促
進
事
業
に
は
多
く
の
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
地
権
者
と
の
合
意

や
土
地
改
良
区
と
の
調
整
に
つ
い
て
お
願
い

す
る
。
我
々
と
し
て
も
必
要
な
予
算
を
確
保

し
て
い
く
」
と
述
べ
、
長
井
局
長
は
「
農
業

農
村
整
備
を
し
っ
か
り
や
り
た
い
。
畑
地
化

の
推
進
に
伴
い
、
土
地
改
良
区
に
は
ご
苦
労

を
か
け
る
が
、
土
地
連
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
」
と
応
え
た
。

　

道
選
出
国
会
議
員
へ
の
提
案
で
は
、
各
議

員
か
ら
「
畑
地
化
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
農

水
省
の
意
見
も
踏
ま
え
、
必
要
な
予
算
確
保

に
向
け
て
動
い
て
い
き
た
い
」、「
大
切
な
の

は
、
産
地
形
成
に
向
け
て
地
域
で
話
し
合
う長井農村振興局長へ要請する連絡会議代表者

持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
検
討
に
向
け
た
支
援
を
提
案

関
係
機
関
連
絡
会
議
代
表
者
で

令
和
５
年
度
臨
時
総
会
の

 

招
集
及
び
総
会
に
向
け
て
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
金
融
委
員
会

複
式
簿
記
会
計
に
関
す
る

 

更
な
る
知
識
の
習
得
を

 

会
計
研
修
を
開
催

　

本
会
は
７
月
19
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
令
和
５
年
度
第
１
回
総
務
金
融
委
員
会
を

開
い
た
。
令
和
５
年
度
臨
時
総
会
の
招
集
及

び
総
会
に
向
け
て
、
令
和
５
年
度
収
入
支
出

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
ほ
か
、
深
川
事

業
所
の
建
設
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
欠
員
に
伴
う
副
委
員
長

の
互
選
が
行
わ
れ
、
河
村
康
英
委
員
（
渡
島

平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）
を
選
任
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
臨
時
総
会
の
招

集
と
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
４

年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
入
支
出
計
算
書
並

び
に
財
務
諸
表
、
５
年
度
収
入
支
出
補
正
予

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
ほ
か
、
空
知
・

留
萌
管
内
の
会
員
に
対
す
る
技
術
援
助
や
道

に
対
す
る
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
深
川
事

業
所
の
体
制
整
備
と
機
能
強
化
を
図
る
た

め
、
新
た
な
事
業
所
建
設
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

本
会
は
７
月
24
日
、
札
幌
市
内
の
貸
会
議

室
で
道
内
土
地
改
良
区
の
職
員
等
を
対
象
に

令
和
５
年
度
統
合
整
備
推
進
研
修
（
会
計
研

修
）
を
開
催
し
た
。
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
の
市
村
和
寿
支
援
部
長
ら
が
講
師

と
な
り
、
土
地
改
良
区
に
お
け
る
財
務
諸
表

の
作
成
手
順
、
財
務
諸
表
等
を
活
用
し
た
財

務
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
土
地
改
良
体
制
強
化
事
業

に
よ
り
、
複
式
簿
記
会
計
に
関
す
る
更
な
る

知
識
の
習
得
を
目
的
に
全
土
連
と
本
会
が
連

携
し
開
催
。
研
修
会
に
は
約
１
２
０
名
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、
藤
田
二
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、「
土

地
改
良
区
運
営
に
関
し
て
は
、
令
和
４
事
業

年
度
以
降
貸
借
対
照
表
の
作
成
・
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
今
後
と
も
、
会
計

事
務
の
処
理
方
法
や
疑
問
点
な
ど
あ
れ
ば
、

皆
様
か
ら
ご
相
談
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
農
業
用
水
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
や
出
納
事
務
の
内
部
牽
制
機

能
の
充
実
強
化
な
ど
、
土
地
改
良
区
の
適
正

な
業
務
運
営
を
お
願
い
す
る
」と
呼
び
か
け
た
。

　

研
修
で
は
、
全
土
連
の
市
村
部
長
、
同
部

金
内
琴
美
主
査
か
ら
、
財
務
諸
表
等
の
作
成

手
続
き
や
、
財
務
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
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　北海道の水田地帯においては、生産者や生産者団体等が中心となって、全国的な米の需給安定のため、
生産の目安を踏まえた作付けを推進し、多様なニーズに対応したコメの生産・販売や経営の効率化を
図るなど、それぞれの地域で将来を見据えた活力ある産地づくりを進めております。

　こうした中、今般の水田活用の直接支払交付金の交付対象水田の見直しにおいては、道内の関係機関・
団体で構成する連絡会議を立ち上げ、地域の課題の把握やその対応策について、オール北海道で検討
を進めてきました。

　今後も本道が我が国の食料安全保障に最大限寄与していくためには、産地形成に向けて、需要に応
じた米生産の推進や農地利用、農業用水のあり方など、地域が具体的な方向性を検討し、持続可能な
水田農業の将来像を描くことができるよう、産地づくりにしっかり取り組むことのできる環境づくり
が重要です。
　つきましては、地域の担い手や関係者が夢と希望をもって、産地づくりに邁進できるよう、次の事
項についてご提案いたしますので、特段の御配慮をお願い申し上げます。

　■　需要に応じた米生産と水田有効活用の推進
　○　 需要に応じた米生産を推進し、生産者が安心して転作作物の生産性の向上等に取り組めるよう、

産地交付金を含む水田活用の直接支払交付金について、安定的な制度運用と必要な予算の確保
を図ること。

  
　■　地域における産地形成の促進
　○　 水田活用の直接支払交付金の交付対象水田の見直しに伴い、畑地化が進展すると、水田地帯の

農業構造が大きく変化することから、地域が持続可能な水田農業の将来像を描くことができる
よう、引き続き、現場の課題を検証し、産地の実情を踏まえた必要な対策を講じるとともに、
迅速な情報の提供や丁寧な説明を行うこと。

　■　畑作物などの本作化に向けた支援
　○　 農業者が畑作物などの本作化に向けて、計画的な畑地化を進めていくため、令和６年度以降も、

現行の支援内容との整合性を踏まえつつ、畑地化促進事業を継続するとともに、輸入依存度の
高い穀物等の増産を後押しする制度運用と必要な予算の確保を図ること。

  ○　 本作化した後においても、畑作物や良質な自給飼料の増産・確保に向けて、生産性の向上や体質
の強化など農業経営の安定を図るための取組への支援を講じるとともに、特に、中山間地域など
の条件不利地については、離農や受け手のない農地の増加につながることがないよう配慮するこ
と。

　　令和５年７月
北海道水田活用の直接支払交付金見直しに関する

関係機関連絡会議

水田活用の直接支払交付金等に関する
提　案　書



10

「
ほ
っ
か
い
ど
う

 

水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の
会
」

宮
崎
先
生
を
講
師
に

全
体
会
議
及
び
研
修
会

10
月
１
日
か
ら
開
始
と
な
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
、
支
部
の
事
務
手
続
き
に
係
る

変
更
内
容
等
を
説
明
し
た
。

本
部
・
支
部
の
連
携
・
協
力
な
ど
確
認

第
１
回
支
部
事
務
局
長
会
議

部
会
長
に
永
田 

哲
也
氏
が
再
任

第
１
回
職
員
部
会
委
員
会

　

本
会
は
７
月
５
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
第
１
回
支
部
事
務
局
長
会

議
を
開
催
し
た
＝
写
真
。
農
業
農
村
整
備
事

業
国
費
予
算
の
確
保
に
向
け
、
本
部
・
支
部

が
連
携
し
た
要
請
活
動
の
実
施
等
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

　

会
議
に
は
支
部
事
務
局
長
の
ほ
か
、
本
会

藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
ら
が
出
席
。

　

冒
頭
、
藤
田
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
会

事
業
の
円
滑
な
運
営
・
推
進
に
向
け
た
支
部

の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

　

会
議
で
は
、
支
部
運
営
費
の
令
和
4
年
度

決
算
と
令
和
５
年
度
割
当
予
定
額
等
に
つ
い

て
報
告
し
、
本
会
の
業
務
運
営
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
の
本
・
支
部
間
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
６
月
２
日
と
15

日
、
16
日
に
実

施
し
た
農
業
農

村
整
備
事
業
の

推
進
等
を
求
め

る
要
請
行
動
に

つ
い
て
報
告

し
、
10
月
11
日

に
予
定
さ
れ
て

い
る
第
45
回
全

国
大
会
に
つ
い

て
情
報
提
供
を

行
っ
た
。ま
た
、

　

本
会
は
７
月
５
日
、
本
会
会
議
室
で
令
和

５
年
度
第
１
回
職
員
部
会
委
員
会
を
開
い

た
。
部
会
長
に
空
知
支
部
職
員
部
会
長
の
永

田
哲
也
委
員
（
北
海
土
地
改
良
区
参
事
）
を

再
任
し
た
ほ
か
、
上
川
管
内
旭
川
市
で
開
催

す
る
５
年
度
全
道
研
修
会
に
つ
い
て
、
協
力

体
制
を
確
認
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
正
副
部
会
長
の
互
選
が
行

わ
れ
、
部
会
長
に
永
田
委
員
（
北
海
土
地
改

良
区
参
事
・
再
任
）、
副
部
会
長
に
上
川
支

部
の
大
澤
延
博
委
員
（
東
和
土
地
改
良
区
参

事
・
再
任
）
と
渡
島
支
部
の
長
谷
川
岳
志
委

員
（
函
館
市
農
林
整
備
課
長
・
新
任
）
を
選

ん
だ
。

　

委
員
会
で
は
、
各
支
部
か
ら
令
和
４
年
度

職
員
部
会
活
動
を
報
告
し
た
あ
と
、
５
年
度

事
業
計
画
で
、
各
支
部
が
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
部
会
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ほ
っ
か
い
ど
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の
会
の

活
動
に
つ
い
て
確
認
。
ま
た
、
上
川
管
内
旭

川
市
で
開
催
す
る
全
道
研
修
会
開
催
に
向
け

た
協
力
体
制
を
確
認
し
た
ほ
か
、
６
年
度
の

同
研
修
会
は
、候
補
支
部
内
（
檜
山
、渡
島
、

胆
振
、
日
高
）
で
協
議
し
、
第
２
回
委
員
会

で
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ほ
っ
か
い
ど
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の
会

は
７
月
31
日
、
全
体
会
議
及
び
研
修
会
を
開

き
、
道
内
の
土
地
改
良
区
と
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
の
女
性
職
員
約
60
名
が
出
席
＝

写
真
。
令
和
４
年
度
事
業
報
告
の
ほ
か
、
５

年
度
事
業
計
画
を
決
め
た
。
ま
た
、研
修
会
、

交
流
会
な
ど
一
連
の
行
事
を
通
し
、
女
性
職

員
の
連
携
強
化
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

全
体
会
議
の
冒

頭
、
合
田
ひ
と
み

会
長
（
て
し
お
が

わ
土
地
改
良
区
）

が
挨
拶
に
立
ち
、

「
こ
の
一
年
間
は

会
を
立
ち
上
げ
た

ば
か
り
で
、
活
動

に
つ
い
て
戸
惑
う

こ
と
も
あ
っ
た

が
、
会
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
土
台
を
構

築
し
て
き
た
年
で

　

職
員
部
会
委
員
会
は
、
土
地
連
支
部
の
推

薦
等
に
基
づ
い
て
本
会
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
15
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

あ
っ
た
と
思
う
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
と
の
活

動
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
活
動
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
に
つ
い
て

報
告
。
設
立
準
備
会
、
設
立
全
体
会
議
お
よ

び
設
立
記
念
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
ほ
か
、

土
地
連
職
員
部
会
と
の
連
携
、
全
国
水
土
里

ネ
ッ
ト
女
性
の
会
研
修
会
や
農
業
農
村
整
備

の
集
い
に
お
け
る
女
性
の
会
の
参
画
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り

承
認
し
た
。

　

全
体
会
議
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
研
修

会
で
は
土
地
連
藤
田
二
専
務
か
ら
、
土
地
改

良
区
や
土
地
連
の
役
割
、
農
業
農
村
整
備
事

業
に
係
る
国
費
予
算
確
保
に
向
け
た
動
き

や
、
水
活
交
付
金
の
見
直
し
に
至
る
ま
で
の

転
作
の
歴
史
等
に
つ
い
て
、
道
農
政
部
農
村

設
計
課
の
小
笠
原
聡
彦
課
長
補
佐
が
、
中
山

間
地
域
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全
対
策
事
業

で
、女
性
が
活
躍
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、

参
加
者
は
見
識
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
北
洋
銀
行
道
庁
支
店
の
村
上
和
陽

渉
外
課
長
と
大
和
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
の
枦
希
衣
子
金
融
法
人
第
３
部
次
長
が

「
Ｗｅａ
ｌ
ｔ
ｈ
＆
Ｈｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
〜
資
産
の
健

康
管
理
を
考
え
る
〜
」
と
題
し
、
投
資
に
よ

る
資
産
運
用
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
全
国
水

土
里
ネ
ッ
ト
会
長
会

議
顧
問
の
宮
崎
雅
夫

参
議
院
議
員
が
情
勢
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本
道
に
お
け
る
農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的

な
推
進
に
向
け
、
道
内
27
市
町
村
で
構
成
す

る
北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協

会
（
事
務
局
：
本
会
）
は
７
月
13
日
、
令
和

５
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
５
年
度
事
業

計
画
及
び
収
入
支
出
予
算
等
を
原
案
ど
お
り

決
定
し
た
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
を
行
っ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
笹
川
洸
志
会
長
（
遠
別
町

長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、「
近
年
、
台
風
な
ど
の

気
象
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
、
さ
ら
に

は
大
規
模
地
震
と
こ
れ
に
伴
う
大
津
波
な
ど

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
に
対
す

る
備
え
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
農
地
海
岸
事
業
は
、
背
後

の
優
良
な
農
地
と
住
人
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
農
業
生
産

活
動
を
津
波
や
波
浪
、
浸
食
か
ら
守
る
、
地

域
に
と
っ
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、今
後
も
、

海
岸
保
全
施
設
の
防
災
機
能
の
一
層
の
向
上

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
農
地
海

岸
事
業
の
計
画
的
な
推
進
に
必
要
な
予
算
確

保
に
向
け
、会
員
の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
道
農
政
部

合
田
俊
昭
農
村
整
備
課
長
が
「
農
地
海
岸
に

つ
い
て
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と
安

全
な
農
村
地
域
の
形
成
を
図
る
う
え
で
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
海
岸

保
全
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
も
、
背
後

農
地
の
状
況
や
老
朽
化
・
機
能
低
下
な
ど
の

課
題
を
総
合
的
に
検
討
し
、
効
果
的
な
対
応

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
農
地
海

岸
事
業
の
重
要
性
と
今
後
の
取
り
組
み
を
述

べ
た
。

　

議
事
で
は
４
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、

５
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
承
認
。
事
業
計
画
で
は
、
６
年
度

国
費
予
算
の
確
保
等
の
た
め
の
提
案
・
要
請

活
動
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協
会
等
の
活
動

と
の
連
携
協
力
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

で
は
、
会
長
に
笹
川
氏
を
再
任
し
た
ほ
か
、

副
会
長
な
ど
６
名
を
再
任
し
た
。

　

今
年
度
、
本
道
で
は
７
市
町
村
９
地
区
で

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

７
月
21
日
、
笹
川
会
長
、
伊
藤
浩
一
副
会

長
（
猿
払
村
長
）、
松
本
博
副
会
長
（
浜
中

町
長
）
参
加
に
よ
る
要
請
活
動
を
実
施
。
本

道
に
お
け
る
農
地
海
岸
事
業
の
推
進
に
必
要

な
令
和
６
年
度
国
費
予
算
の
確
保
を
求
め
た
。

　

道
内
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
農
林
水

産
省
農
村
振
興
局
等
を
訪
れ
た
笹
川
会
長
ら

は
、「
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
北
海
道
に
お
け

る
農
地
海
岸
事
業
は
、
食
料
の
安
定
供
給
と

海
岸
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と
農
地
等
の
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
基
盤
の
維

持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
緊
急
度
の

高
い
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り

広
く
国
民
か
ら
積
極
的
な
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」と
訴
え
、侵
食
対
策
継
続
６
地
区
、

高
潮
対
策
継
続
１
地
区
、
新
規
採
択
要
望
３

地
区
の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
必
要
な
予

算
の
確
保
を
求
め
た
。

報
告
の
中
で
、
土
地
改
良
予
算
等
に
つ
い
て

説
明
し
た
の
ち
、
６
年
度
予
算
に
向
け
た
女

性
版
骨
太
の
方
針
と
し
て
、
女
性
活
躍
・
男

女
共
同
参
画
の
重
点
方
針
の
概
要
に
つ
い
て

触
れ
、「
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
は
土
地
改
良

関
係
に
と
っ
て
も
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。
ご
意
見
な
ど
あ
れ
ば
是
非
言
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
活
発

な
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
行
わ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
定
期
的
な
開
催
を
希
望
す
る
声
が

出
さ
れ
て
い
た
。

会
長
に
笹
川
遠
別
町
長
を
再
任

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策

 

事
業
促
進
協
会
総
会

農
地
海
岸
事
業
の

 

計
画
的
な
推
進
に
向
け
連
携

６
年
度
農
地
海
岸
事
業
の

　

予
算
確
保
に
向
け
要
請
活
動
を
実
施

  関係市町村長らが出席して開かれた通常総会

中村裕之衆議院議員へ要請する協会代表者

会

長

副
会
長

〃
理

事
〃

監

事
〃

笹
　
川
　
洸
　
志

伊
　
藤
　
浩
　
一

松
　
本
　
　
　
博

片
　
岡
　
春
　
雄

久
　
保

　
弘

　
志

山
　
口
　
将
　
梧

刈
　
田

　
智

　
之

（
遠
別
町
長
）

（
猿
払
村
長
）

（
浜
中
町
長
）

（
寿
都
町
長
）

（
小
清
水
町
長
）

（
標
津
町
長
）

（
湧
別
町
長
）

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協
会

役
員
名
簿
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令和5年度農政部幹部職員一覧

競馬事業室参事
木　村　　　良
（27-108）

主幹（競馬） 
内　海　　　学 （27-138）
主幹（競馬推進）  
福　士　泰　史 （27-120）
主幹（整備） 
田　中　和　夫 （27-130）

総括主査
主　査（企画）

稲　葉　亮　太 （27-105）
藤　原　雄　一 （27-140）

農地調整課長
内　藤　智　之
（27-201）

課長補佐（農地調整） 
小　森　康　弘 （27-211）
主幹（農地転用） 
滝ケ平　重　三 （27-205）

課長補佐（地籍） 
皆　川　直　人 （27-203）

課長補佐（国有農地・未墾地） 
柴　谷　美　加 （27-204）

総括主査兼調整係長
主　査（農地調整）

今　西　規　之 （27-212）
久　保　　　慎 （27-202）

本　田　式　洋 （27-225）

棟　方　理　奈 （27-229）
尾　路　健　一 （27-230）

地籍調査係長

国有農地係長
国有未墾地係長

農村整備課長
合　田　俊　昭
（27-601）

課長補佐（農村整備）
澤　田　孝　二 （27-602）

総括主査兼調整係長
主　査（農道整備）
主　査（農道保全）
中山間整備係長
主　査（営農用水）

大　竹　正　泰 （27-611）
野　平　佳　伸 （27-621）
小野寺　　　徹 （27-622）
平　沢　　　俊 （27-619）
小山田　光　宏 （27-633）
山　口　　　通 （27-625）
小　林　義　宗 （27-626）

農地防災係長
主　査（農地保全）

主幹（中山間整備） 
佐　藤　雅　樹 （27-603）

課長補佐（農地防災） 
桃　井　謙　爾 （27-605）
主任技師 
成　澤　和　宏 （27-606）

農村計画課長
鈴　木　仁　志
（27-401）

課長補佐（計画調整） 
菊　池　祐　二 （27-403）
主幹（保全情報） 
片　桐　俊　英 （27-415）

総括主査兼調整係長
主　査（計画調整）
主　査（資源調査）
主　査（長期計画）

渡　邊　貴　史 （27－411）
鈴　木　　　太 （27－412）
日　戸　　　健 （27－413）
守　山　耕　一 （27－414）

農村計画係長
主　査（防災計画）

伊　藤　次　郎 （27－421）
坪　　　　　真 （27－422）

中　村　佳　嗣 （27－425）
久保田　利　之 （27－426）
星　野　宏　治 （27－427）

水田計画係長
畑地計画係長
主　査（施設計画）

主　査（国営調整） 三　上　智　之 （27－435）

課長補佐（農地計画） 
大　方　緒　憲 （27-405）
主幹（効果評価） 
高　野　雅　弘 （27-409）

課長補佐（農村計画） 
髙　尾　　　充 （27-404）

国営調整担当課長
水　谷　真　司
（27-402）

主幹（国営調整） 
長　岡　範　之 （27-407）
主幹（国営計画） 
橋　本　和　義 （27-408）

課長補佐（草地整備） 
佐々木　祐　二 （27-556）
主幹（草地計画） 
酒　井　　　功 （27-406）

総括主査兼調整係長
主　査（農村企画）

鈴　木　博　之 （27-861）
三　木　善　知 （27-863）

事業推進係長
主　査（事業企画）
主　査（社会資本）

隈　部　篤　興 （27-871）
相　場　一　文 （27-878）
渡　辺　雄　大 （27-864）

小笠原　貴　明 （27-862）
西　村　久　範 （27-876）
平　澤　尚　江 （27-875）

北　島　正　美 （27-873）
堀　内　彩　恵 （27-872）
大　関　良　司 （27-877）

多面的機能支払係長
主　査（多面管理）
主　査（中山間直接支払）

農村活性化係長
主　査（交流促進）
主　査（ふるさと基金）

課長補佐（農村企画） 
藤　田　幸　司 （27-852）

課長補佐（事業推進） 
熊　井　隆　二 （27-854）
主幹（社会資本） 
関　根　健　二 （27-853）

課長補佐（多面的機能支払） 
城　野　直　哉 （27-856）
主幹（中山間直接支払） 
松　谷　啓　司 （27-857）

課長補佐（農村活性化） 
小笠原　聡　彦 （27-855）

農村設計課長
磯　嶋　光　世
（27-851）

活性化担当課長
勝　海　勇　人
（27-859）

農業施設管理課長
川　畑　恭　章
（27-301）

課長補佐（事業制度） 
高　田　克　彦 （27-303）

課長補佐（事業用地） 
臼　田　輝　和 （27-306）
主幹（事業財産） 
平　手　孝　弘 （27-305）

課長補佐（土地改良団体） 
石　川　　　功 （27-286）

課長補佐（水利施設整備） 
菅　原　　　央 （27-304）

総括主査兼調整係長
事業制度係長

金　井　貴　志 （27-311）
橋　本　　　大 （27-318）

事業用地係長
主　査（事業財産）
主　査（農地集団化）

佐　藤　慶　継 （27-327）
宍　戸　勝　美 （27-327）
木　村　　　豊 （27-316）

土地改良団体係長
主　査（指導）

竹　内　　　靖 （27-291）
佐　藤　暁　史 （27-286）

水利施設整備係長
主　査（施設管理指導）

荒　川　剛　慶 （27-322）
中　村　維　啓 （27-324）

指導管理担当課長
高　山　洋　人
（27-285）

日　置　　　強  （27-627）
谷　口　美　保  （27-628）
山　下　隆　之  （27-632）

災害復旧係長
主　査（防災施設管理）
主　査（災害調整）

課長補佐（災害復旧） 
鈴　木　将　弘 （27-608）

農政部次長　 山　口　和　海　27－012
食の安全推進局長　 野　口　正　浩　27－017
生産振興局長　 牧　野　　　充　27－014
農業経営局長　 新　井　健　一　27－013
農村振興局長　 高　崎　　　悟　27－015

農  政  部  長　水戸部　　　裕　27－011

食の安全推進監　野　崎　直　人　27－016

農政部技監　大　西　峰　隆　27－018
競馬事業室長　安　田　貞　彦　27－046
技術支援担当局長　山野寺　元　一　27－020
活性化支援担当局長　鹿　野　訓　久　27－019

農 政 課 長
大　浦　正　和
（27-101）

課長補佐（企画） 
豊口享志 （27-104）

課長補佐（政策調整）
田中伸彦 （27-109）
主幹（政策企画）
松　原　茂　夫 （27-124）
主幹（国際農業交渉）
米　山　ともみ （27-110）

課長補佐（総務） 
森山桂一 （27-102） 総括主査兼総務係長

主　査（調整）

人事係長
主　査（人事）

予算係長
主　査（予算）

企画係長
主　査（企画調整）

政策調整係長

田　中　啓　之 （27-111）
篠　田　友　啓 （27-113）

国　谷　　　崇 （27-115）
谷　　　公　平 （27-117）

塚　田　康　貴 （27-121）
大　西　悦　朗 （27-123）

濱　名　健　太 （27-131）
小和田　桂　太 （27-133）

千　葉　貴　行 （27-114）

課長補佐（人事） 
平　田　浩　貴 （27-106）

課長補佐（予算決算）
横　山　達　人 （27-103）

政策調整担当課長
小　谷　馨　一
（27-107）

農政課副参与
茅　野　裕　喜
（27-126）

農地整備課長
槙　　　研　一
（27-551）

草地整備担当課長
野　口　秀　之
（27-552）

課長補佐（農地整備） 
高　道　　　智 （27-553）

課長補佐（水田整備） 
中　村　文　信 （27-554）

課長補佐（畑地整備） 
樋　口　雅　士 （27-555）

総括主査兼調整係長
主　査（農地集積）
主　査（担い手）

松　井　繁　雄 （27-561）
阿　部　勝　敏 （27-562）
片　桐　康　貴 （27-564）

水田整備係長
主　査（農地資源）

中　村　　　大 （27-568）
山　田　泰　士 （27-567）

畑地整備係長
主　査（かんぱい）
主　査（畑かん）

高　橋　英　明 （27-572）
須　田　　　敦 （27-571）
松　本　貴　之 （27-569）

草地整備係長
主　査（公社営）
主　査（草地計画）
主　査（草地企画）

藏　口　友　宏 （27-579）
吉　家　匡　行 （27-580）
今　井　洋　邦 （27-432）
土　屋　　　光 （27-431）

事業調整課長
神　田　　　吏
（27-151）

課長補佐（事業管理） 
渡　部　範　彦 （27-153）
主幹（事業契約） 
松　本　宏　樹 （27-156）

課長補佐（事業予算） 
四　戸　秀　幸 （27-154）
主幹（国費管理） 
今　堀　浩　一 （27-155）

課長補佐（設計積算） 
後　藤　　　悟 （27-157）
課長補佐（技術指導） 
上　山　賢　一 （27-158）

総括主査兼調整係長
主　査（事業管理）
主　査（事業契約）

山　縣　敏　和 （27-161）
松　浦　有　作 （27-162）
黒　部　将　仁 （27-168）

事業予算係長
主　査（予算調整）
主　査（国費指導）
主　査（国費管理）

村　田　真　司 （27-172）
羽　野　広　樹 （27-175）
小　川　智　且 （27-173）
田　牧　知　久 （27-164）

設計積算係長
主　査（システム）
技術指導係長
主　査（技術調査）

橋　本　文　孝 （27-188）
中　島　　　光 （27-183）
馬　渕　信　司 （27-181）
小　林　昭　仁 （27-182）

技術管理担当課長
佐々木　　　悟
（27-152）

（令和５年６月１日現在）

食品政策課長
大　塚　真　一
（27-651）

課長補佐（食品企画）
小　林　千　春 （27-653） 総括主査兼調整係長

主　査（食品企画）
白　岩　美　幸 （27-661）
森　川　　　剛 （27-662）

課長補佐（農業付加価値向上） 
松　橋　　　修 （27-682）
主幹（輸出促進）
岡　村　美　奈 （27-675）

農業付加価値向上係長
主　査（輸出促進）

山　﨑　篤　志 （27-685）
境　　　一　葉 （27-676）

農業付加価値
向上担当課長
竹　内　伸　康
（27-652）

課長補佐（環境保全型農業） 
小笠原　浩　則 （27-658）
主幹（有機農業） 
大　塚　幹　浩 （27-659）
主幹（肥料） 
森　　　太　郎 （27-664）

クリーン農業係長
主　査（有機農業・GAP）
主　査（肥料）

広　瀬　　　信 （27-696）
森　谷　登志子 （27-674）
松　田　賢　吾 （27-695）

農産振興課長
花　岡　弘　毅
（27-701）

課長補佐（畑作） 
矢　花　　　修 （27-704）
主幹（畑作企画） 
今　井　　　慎 （27-709）
主幹（収益性向上） 
中　西　健　介 （27-705）
主幹（種苗・農産物検査） 
山　本　健　彦 （27-710）

総括主査兼調整係長
主　査（生産振興）
主　査（種苗・農産物検査）
てん菜馬鈴しょ係長
豆麦類係長

土　田　真紀子 （27-711）
若　松　伸　之 （27-713）
木　村　　　慎 （27-729）
湯　淺　由希子 （27-720）
盛　　　文　子 （27-718）

こめ係長 五十嵐　洋　介 （27-724）

野菜係長
主査相当（野菜流通）
花果樹係長

滝　野　元　信 （27-730）
芳　野　達　也 （27-731）
藤　岡　　　司 （27-732）

課長補佐（水田） 
太　田　訓　英 （27-706）
主幹（米流通） 
黒　田　晋　司 （27-708）

課長補佐（園芸） 
前　野　宏　之 （27-707）

水田担当課長
山　根　敏　史
（27-703）

園芸担当課長
畠　山　　　透
（27-702）

畜産振興課長
黒　島　誠　計
（27-751）

環境飼料担当課長
辻　　　哲　也
（27-753）

課長補佐（酪農） 
柴　　　洋　志 （27-754）
主幹（畜産企画）  
村　瀬　弥　生 （27-755）

総括主査兼調整係長
牛乳乳製品係長
酪農振興係長

千　葉　義　幸 （27-761）
石　垣　一　哉 （27-772）
川　﨑　大　輔 （27-773）

肉牛振興係長
主　査（中小家畜）

中　野　陽　介 （27-756）
石戸谷　真　治 （27-778）

畜産環境係長 並　川　敏　万 （27-757）

家畜衛生係長
主　査（防疫）
主　査（BSE防疫）

萩　谷　香　織 （27-785）
早　川　　　潤 （27-783）
宮　本　真智子 （27-785）

課長補佐（環境飼料） 
齋　藤　博　章 （27-757）

課長補佐（家畜衛生） 
横　田　高　志 （27-758）
主幹（防疫） 
中　田　剛　司 （27-791）

家畜衛生担当課長
小　田　茂　樹
（27-752）

課長補佐（食肉鶏卵）
安　部　大　輔 （27-756）

技術普及課長
鈴　木　章　代
（27-801）

課長補佐（普及推進） 
多　田　優　彦 （27-804）
主幹（研究連携）
齋　籐　忠　宏 （27-806）
主幹（スマート農業） 
澁　木　圭　介 （27-808)

課長補佐（担い手対策） 
小　塚　和　博 （27-807）

総括普及指導員 
長　井　淳　一 （27-831）
総括普及指導員 
成　松　　　靖 （27-832）

総括主査兼調整係長
普及推進係長
主　査（普及情報）
主査相当（研究）

森　本　達　美 （27-811）
神　林　浩　之 （27-812）
石　田　葉　子 （27-826）
櫻　井　道　彦 （27-825）

主　査（普及指導）
主　査（普及指導）
主　査（普及指導）

上　田　朋　法 （27-833）
髙　松　砂　織 （27-835）
木　村　　　篤 （27-834）

首席普及指導員
松　井　克　行
（27-803）

農業環境担当課長
庄　司　好　明
（27-802）

課長補佐（農業環境）
髙　谷　泰　範 （27-805） 山　脇　　　豪 （27-839）

大　坂　公　一 （27-838）
松　川　裕　一 （27-837）

農業環境係長
主　査（植物防疫）
主　査（防除管理）

津　川　邦　義 （27-816）
清　野　宏　和 （27-818）

担い手対策係長
主　査（新規就農）

農業経営課長
佐々木　秀　弥
（27-351）

農業金融担当課長
渡　邉　　　哲
（27-352）

課長補佐（経営企画） 
加　藤　宏　尚 （27-355）
主幹（経営指導） 
七　社　貴　郎 （27-359）

課長補佐（利用集積） 
四十坊　供　之 （27-357）

課長補佐（農業金融） 
伊　賀　正　嗣 （27-358）

課長補佐（農業支援） 
安　藤　光　彦 （27-254）

課長補佐（組合指導） 
佐　藤　知華子 （27-253）

総括主査兼調整係長
主　査（経営企画）

多　田　美　佳 （27-361）
片　山　　　誠 （27-362）

利用集積係長 樋　浦　里　志 （27-373）

淋　代　若　菜 （27-378）

石　澤　清　行 （27-269）

安　田　あきの （27-262）
竹　中　　　勝 （27-263）

農業金融係長

農業支援係長

組合指導係長
主　査（農業保険）

農業支援担当課長
原　　　俊　彦
（27-251）
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調整課長 髙瀬　　崇 奈良　　充 戸田　敬二 鷲谷　和也 三浦  哲晃
２８００ ３４－７５１ ２８００ ２８００ ２８００

農村振興課長 吉田　明博 國枝　裕司 小谷　　聡 千葉　清人 藤島　宏和 廣澤　清美 菅原　誠二 小山　幸人 森井　大輔
２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００

主    幹 渡辺　正幸 大坂　　成 中澤　　正 熊倉　隆吉 鳴神　貴史
（事業企画） ２８１０ ３４－７５２ ２８１０ ２８１０ ２８１０
主    幹 川村　美樹 石井　　敏 佐藤　　豪 清水　康彦

（用地調整） ２８２０ ２８２０ ２８２０ ２８２０
主    幹 粕谷　智恵美 星　　裕之 菊池　樹幸 伊藤　　尚 石川　達也 森下　志保 浅沼　博明 野澤　孝行 高橋　博幸

（企画調整） ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８１０ ２８１０
主    幹 横井　宏典 白木　　聡 古山　孝弘 小丹枝　基範 髙橋　一也 齊藤　　功 小関　賢裕 横関　征広 安部　智宣

（基盤整備） ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０

用地専門員 笹尾　　章 細川　　敬 市川　利博 山崎　敏博 高木　晋志 桑嶋　敏之 佐古　　浩 瀧村　孝行 田中　敬英 古谷　洋介
３４－７５３ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１

調整係長 石田　昌重 粕谷　　敦 佐藤　隆志 齊藤　智幸 田中　真尚 戸塚　　歩 佐藤　慶範 土野　早苗 小亀　真一 市川　義剛 小林　俊正 山家　順一 井上　　輝 髙倉　仁司
２８１１ ３４－７６１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１

主査（調整） 松島　広和 白戸　裕幸 宮武　　境 泉谷　　仁 中野　真吾
２８７７ ３４－７６３ ２８７７ ２８７７ ２８７７

指導企画係長 蓼内　雄大 内村　直樹 強力　将幹 松本　裕美 杉森　一沙 石田　健志 村上　智彦 廣崎　哲也 菅原　邦彦 加藤　良孝 多田　恭三 藤山　雄介 川本　　恵 倉田　　嘉
２８９２ ３４－７６４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８２１ ２８１４ ２８１４ ２８１７ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４

主査（指導） 橋本　誠也 木村　吉孝 吉田　吏志 加賀谷　昌秀 鎌田　直樹 工藤　育夫 南浦　択次 平　　賢祥 桒重　洋明
２８１６ ２８１７ ２８１４ ２８１７ ２８１７ ２８１５ ２８１４ ２８３５ ２８１７

主査（農村振興） 山科　彰則 森若　慎史 山崎　昭彦 成田　友幸 星野　英知 長谷川　昇司 岡部　憲吾 平見　仁美 山川　雄一 中里　幸正 山本　祥人 西尾　　真 加納　孝洋 藪中　浩二
２８３１ ３４－７７４ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８８２ ２８３１ ２８３１ ２８８４ ２８３１ ２８３１ ２８３１

地域計画係長 向　洋二朗 加藤　直和 内門　亮子 小野　文幸 佐々木　泰崇 小林　幸司 笹谷　昌史 廣澤　征実 中山　　裕 福田　拓也 佃　　裕志 紙谷　利幸 神田　直樹 青木　　力
２８６７ ３４－７７１ ２８６８ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７

主査（地域計画） 海野　敬記 長谷川　健一 綿越　　実 川島　正幸 中山　眞貴子 萬　　晃彦 宮内　徹也 杉山　羊一 横山　智克
２８８１ ３４－７７３ ２８８１ ２８８１ ２８８３ ２８８４ ２８８１ ２８８１ ２８８２

主査（地域計画） 田中　秀典 佐藤　健一 佐藤　和行 村中　貴紀 今野　　歩
２８８４ ３４－７７１ ２８８４ ２８８１ ２８８４

主査（新技術） 髙橋　直樹
２８８２

事業用地係長 高岡　義一 佐々木　聡紀 知野　英樹 坂本　純悟 田中　一茂
２８１７ ３４－７７５ ２８１７ ２８１７ ２８１７

主査（用地） 今野　真章 佐竹　　徹 道見　啓憲 桑原　正彦 小野　雄司
２８７４ ３４－７７７ ２８７４ ２８７４ ２８７４

主査（用地） 谷田　　諭
３４－７７８

換地係長 渡邊　和史 森田　一夫
２８６４ ２８６６

主査（換地） 佐々木　義通 市村　泰浩
２８６５ ２８１８

農務課長 野上　竜也 山田　輝也 井出　　昌 林　　健次 根本　和宜 伊藤　二郎 川上　泰生 杉村　和行 畠山　尚久 片桐　美有紀 森　　修治 川瀬　智太郎 高橋　良幸 白岩　光康
２７００ ３４－７０１ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００

主    幹 中田　信樹 石丸　久恭 行天　真人 （兼）土田　英樹 後藤　孝幸 千葉　邦博 髙橋　雅志 （兼）茂野　政彦
２７０２ ３４－７０２ ２７０２ ２７０２ ２７０２ ２７０３ ２７０２ ２７１７

農政係長 山口　正人 井筒　充宣 中村　考志 瀧見　　雅 安岡　佳志 上野　雅和 中川　政宏 朝川　徳昭 石田　　功 柏谷　宗紀 吉田　直弘 福澤　理沙 樋郡　和彦 立山　裕之
２７１３ ３４－７１１ ２７１２ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１２ ２７１１ ２７１１ ２７１１

企画係長 臼井　　研 田島　健一 前畑　久美子 間所　拓也
２７１４ ２７１３ ２７１４ ２７１４

主    査 及川　優也 道端　泰伸 清水　利彦 丈六　辰泰 岡野　　文 富原　　睦 野口　順也 佐藤　隆俊 片山　直一 木原　武司
（企画） ３４－７１３ ２７１５ ２７１４ ２７３５ ２７１５ ２７１５ ２７１５ ２７１５ ２７２１ ２７１４

農業経営係長 宮崎　 尚幸 井口　文雄 齊藤　美紀子 角田　　建 横道　直人 佐藤　　晃 （主幹兼務） 倉持　雅治 後藤　　卓 竹下　裕一 石川　豊寿 黒柳　博之 近藤　修司 （主幹兼務）
２７２２ ３４－７２２ ２７０２ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７３１ ２７２２ ２７１７ ２７１８

主    査 小林　克人 是廣　善勝 佐々木　賢 古川　貴之 清水　邦彦 稲村　浩至 松島　英明
（農地） ２７３５ ３４－７２３ ２７２１ ２７２１ ２７２１ ２７２１ ２７２１

主    査 主査（馬産振興） 主査（国有農地） 主査（防疫）

（支援） 磯部　昌浩 長田　健志 藤嶋　　精 稲田　浩平
２７３４ ２７２３ ２７４６ ２７１４

生産振興係長 土平　洋彰 武田　朋子 佐藤　芳弘 海老子　直美 飯山　和彦 後藤　佳明 安部　優 岡本　弘代 桂田　卓弥   吉野　宏晃 高橋　悠太
２７２７ ３４－７３４ ２７２７ ２７２７ ４１２９ ２７２８ ２７２７ ２７２７ ４１２９ ２７２７ ２７２７

主    査
（生産振興）

主査（畜産）
瀬川　琴美 茂古沼　佑介

２７２５ ２７２９

農産係長 清水　政宏 柄澤　公英 田中　力
２７２５ ２７２４ ２７２４

畜産係長 門木　拓実 近藤　知子 佐藤　一樹
２７２７ ２７２８ ２７２７

振興局名 空　知 石　狩 後　志 胆　振 日　高 渡　島 檜　山 上　川 留　萌 宗　谷 オホーツク 十　勝 釧　路 根　室
防災電話  ６－４５０ ６－２１０ ６－３５０ ６－７５０ ６－６１０ ６－２５０ ６－３１０ ６－５５０ ６－４１０ ６－５１０ ６－６５０ ６－８５０ ６－７１０ ６－８１０

地域産業担当部長 藤井　琢英 井澤　亜紀 矢野　信一 勝藤　　彰 佐野　弥栄子 三浦　正彦 奥田　祥文 重岡　千里 岸田　隆志 西野　敏朗 齊藤　智裕 小森　康広 古明地　恵一 安藤　邦也
２０６０ ３４－０１８ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０

産業振興部長 東　　智岳 佐藤　孔則 今泉　　章 冨田　英樹 宮崎　義光 本阿彌　俊治 秦　　和利 植村　一郎 中里　文美 片岡　幸治 増田　治己 中谷　浩樹 三條　　肇 川村　広之
２０３０ ３４－０１４ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０

局　　　長 鈴木　賢一 増田　弘幸 猪口　浩司 関　　俊一 生田　　泰 田中　　仁 山田　哲史 竹澤　孝夫 工藤　公仁 清水目　剛 中島　和彦 芳賀　是則 木村　英也 岡嶋　秀典
２０００ ３４－０１１ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００

副　局　長 宮森　隆之 堤　　俊輔 鶴ヶ崎　徹 松本　正司 五十嵐　尚 西本　研一 三浦　寛明 上田　昌宏 山口　知子 飯田　宇之麿 山田　浩輝 木下　　広 土岐　倫功 須田　光政
２０１０ ３４－０１２ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０

整備課長 須藤　俊彦 堀内　博司 伊賀　　優 松本　博郁 坂井　進吾
２９００ ３４－８０１ ２９００ ２９００ ２９００

主    幹 谷崎　　謙 梅本　晴巳 安村　　司 新田　聡志 永森　孝史
２９１０ ３４－８０２ ２９１０ ２９１０ ２９１０

菅原　勝巳 長田　公二 佐藤　耕治 伊藤　光昭 野矢　尚文 上川　利彦 石原　和幸 梶野　創吉 田口　雅明 宗形　和志 渡邊　直哉 稲葉　健司 西保　和美 角岡　茂久

検査専門員
２９０１ ３４－８０３ ２８０２ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１

竹内　人志 長谷川　隆一 水谷　　浩 伊藤　裕一
２９０２ ２９０２ ２９０２ ２９０２

設計係長 吉仲　尚也 山田　芳弘 川邊　雅穂 峯田　栄勝 三井　祐二
２９１１ ３４－８１１ ２９１１ ２９１１ ２９１１

主査（設計） 大泉　正法 高橋　佐知子 佐々木　広中 佐藤　嘉崇 作山　宗郎 小川　保憲 大澤　利之 佐藤　孝行 竹林　秀晃 福島　　聡 森　　孝之 黒川　功二 阿部　智哉 川﨑　和則
２９３７ ３４－８１３ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７

農地整備係長 佐藤　幸司 志村　伸一 曽根　孝仁 小杉　義直 松倉　美如 江﨑　哲至 菅原　　環
３４－８１４ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７

主査（農地整備） 山村　航也 山根　隆志 小倉　誠治 津端　公貴
２９１８ ２９１７ ２９１７ ２９１８

主査（農地整備） 平木　将由
２９２４

農村整備係長 澁谷　　猛 三井　伸一 栞原　俊樹 広井　　純 佐藤　文彦 小池　嘉伸 早川　　尚 野中　康次 中田　健亮
３４－８２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９１７ ２９２１ ２９２１

主査（農村整備） 橋口　敬仁 福田　　学 庄子　勝利 加藤　好隆 藤野　雅俊
２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１

施設整備係長 青木　亮彦 茶木　信雄
３４－８２５ ２９２５

主査（施設整備） 鈴木　一利 野々村　知 岡崎　匡紀 阿部　　浩
２９２４ ２９２４ ２９２７ ２９２４

草地整備係長 河端　亮一 前田　哲也 高橋　卓也
２９２１ ２９１７ ２９２７

主査（団体営） 森川　和幸 清水　洋伸 加茂　正之 今野　義博 佐藤　　優
２９１４ ３４－８２７ ２９１４ ２９１４ ２９１４

主査（基盤整備） 髙木　　潤 鈴木　利伸 撫養　峰央
２９４４ ３４－８２２ ２９４４

主査（事業調整） 長沼　秀幸 今　　孝宏 山本　卓司 後藤　雅史
２９３４ ３４－８２１ ２９３４ ２９３４

主査（施設管理） 松田　　武
２９４１

※下線は人材育成専門員
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